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日本の国際化，すなわち，日本と諸外国との政治， 経済， 文化， 及び人的交流がますます深
まってゆく中で，国際語としての外国語，とりわけ英語の果たす役割はますます大きくなって
いる。 一方， 高等学校・ 中学校での外国語といえば，ほとんど英語のことであるし，大学 ・短
期大学での第一外国語もほとんど英語をさすのであるから，日本の外国語教育は，英語である
といっても過言ではない。臨教審の「第2次答申」では外国語教育の見直Lがうたわれ，今ま
での文法知識の修得や，読解力の養成の偏重をやめ，実践的な会話力の養成を目指そうという
考えがうかがえる。
短大で外国語科目としての英語を担当しているわれわれにとって，学生の英語に対する意識，
すなわち，彼らが，過去にどのように英語に接してきたか，短大の英語に対してどのような期
待を抱き，どのように取り組もうとしているか，などを知ることは， 外国語科目としてほとん
どの短大で英語が必修科目となっており， 1年次に4単位履修しなければならないことからも，
学生のニーズに応え，より適切な，より効果的な英語教育を実践していく上で，ぜひとも必要
なことである。 一方，道内の女子短大19校のうち英文科， 英語科以外の学科の入試受験科目を
調べてみると，英語を必須受験科目としている短大は4校，選択科目としている短大は9校，
英語が受験科目にない短大は5校となっているが （19校のうち 1校は英文科のみで構成されて
いる），このことは，英文科，英語科以外の短大生の英語力は均一ではなく，かなりのばらつ
きがあるということを示すだけでなく，短大における英語教育の困難さを示すとともに，より
的確な学生の英語に対する意識や能力の把握の必要性を示している。
この調査の実施は，小池生夫らによる「大学英語教育に関する実態と将来像の総合的研究(II)
一一学生の立場一一」に啓発されて，考えられたものである。 彼らの調査は，全国の大学生 ・
短大生を対象に実施され，結果は 「一般大学生」としてまとめられている。 われわれは，短大
生の英語に対する意識，特に，本学学生の英語に対する意識を把握したり，この調査を実施し
たものである。 なお，札幌市内の他の2つの短大，2学科の学生にも比較のため，同じ調査を
実施した。調査票は，小池らのものをもとに，項目数も大幅に減らしたり，調査実施時期に合
わせて変更したり，新たに加えたりして，作成したものである。
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なお，本報告では，紙数の関係で，調査の骨子となる英語学習の姿勢に関わるような20項目
を選び検討することとした。
E方法
1.調査票の作成
今回実施した 「短期大学の英語に関するアンケート」は，小池生夫らによる 「大学英語教育
に関する実態と将来像の総合的研究（I ）一一学生の立場一一」の巻末にある 「大学一般教
養の英語に関するアンケートJ（項目数100）をもとに，「被調査者の基本データ」に関する項
目4，「中学校以前の英語学習について」 3，「中学での英語学習について」7，「高校での英
語学習についてJ8，「短大における英語学習について」のうち 「授業についてJ7，「短大の
英語教育全般について」8，「その他」 7項目，合計44項目を設定したものである。
2.調査対象および実施時期
本学の学生の英語に関する意識を把握するということから，本学5学科（服飾美術科，工芸
美術科，保健体育科，初等教育学科，経営情報学科）の1年生全員を第一の対象にし， 次に，
札幌市内のH短大家政科1年生とS短大の英文科1年生を比較対象に選んだ。 なお，本学では，
入学試験で英語は各科とも選択科目であり，E短大の家政科も同様に選択科目である。S短大
の英文科は当然のことであるが，英語を受験必須科目にしている。
実施時期は，調査項目との関連から入学後できるだけ早い時点を選び，4月末から 5月初旬
の英語の時聞を使い実施した。
有効回答数は本学1,003名， S短大生157名， H短大247名となった。
m 結果および考察
1 .中学校以前の英語学習
英語が正規に学校教育で取り上げられるのは，中学に入ってからである。しかし，語学学習
は早期にという考えもあり，小学校，幼稚園， 塾等で学習したことがある学生も少なくない。
項目 5ではそのような 「中学校入学以前の英語経験jの有無を，項目 6では 「その英語学習の
効果」を質問したものである。
項目 5の集計（表1-1）から，英語を中学入学以前に学習していた本学の学生（29%）も，
S短大（英文科）の学生 （25%）も，H短大（家政科）の学生（36%）も短大聞の 「比率の差」
の検定の結果， P<.05でも有意な差がみられなかった。この英語学習の比率は，小池らの全
国的な調査の結果（約30%）と差がない。 また，そのうち塾で英語を学習したという回答が，
どの短大でも高率を占めている（本学で 「中学以前英語を学習した」と回答した学生291名中
219名（75.3% ), H短大78名中64名 （82.1% ), S短大40名中31名（77.5%））。
項目の集計（表1-1）から，「中学入学前の英語学習の効果」については，本学の場合， 「役
立ったJ(30%）と 「役立たなかった」（31% ）の「比率の差」にP<. 05でも有意な差がみら
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れず，評価が分かれる結果となった。しかし， H短大生（家政科）については，「入学以前の
英語学習jが 「役立った」（38%）と「役立たなかった」（23%）の「比率の差の検定Jの結果，
P<. 05で有意な差がみられ，「役立った」という学生の方が多かったということができる。同
様に， S短大生（英文科）の場合でも，「役立った」（59%），「役立たなかった」 （22%）で検
定の結果， P<.01で有意な差がみられ，「入学以前の英語学習Jがその後の学習にかなり効果
があったと考えている学生が多いといえる。
2.中学校での英語学習
ここでは，学生の中学在学中の英語学習について，「入学時の期待度」（項目8），「好き嫌い」
（項目 9），「好きになった理由」（項目10）， 「嫌いになった理由J（項目11），「英語が得意科目
か否かJ（項目12）を論じてみたい。
中学入学時の英語学習への期待度（表1-1項目 8）は，「やや期待していた」 と 「非常に
期待していた」を合わせると，本学は44%(442名）， H短大では54%(116名）， s短大70%(110 
名）で，どの短大も「期待していなかった」を大幅に上回っている。しかし，各短大聞の 「比
率の差」 の検定の結果，各々にP<.Olで有意な差がみられ，各短大の学生の中学入学時の英
語学習の期待度に，違いがあることがわかる。
「英語学習の好き嫌いJ については， どの短大の学生も，婁拐~半数以上が好意的に取り組
んでいたことが，表1-1項目 9のデータからうかがえる （1.最初から好きだった」 および
「2.最初好きだったが，途中から嫌いになったjと答えた学生の合計は，本学で57%,H短
大59%, S短大63%）。しかし， 学習期聞が経過するにつれて， S短大 （英文科）の学生は「嫌
いから好き」へ，本学とE短大 （家政科）の学生は「好きから嫌い」へ移行している。これに
対し，小池らの報告では，「好きから嫌いjへ「嫌いから好き」へほぼ同数のものが移行して
いる。
中学時代に「英語が好きだった」と回答した者と 「嫌いだった」と回答した者との比率を各
短大ごとにみると，本学は 「好きだったJ28% (281名），「嫌いだった」50%(508名）となり，
H短大の「好きだった」50%(108名），「嫌いだった」 26%(57名）やS短大の 「好きだった」
75% (119名），「嫌いだったJ8 % (12名）と反対傾向の回答をしていることがわかる。
「英語学習の好き嫌い」（項目 9）と「入学時の期待度」（項目 8）とクロス集計表（表2-
1, 2-2, 2-3）をみると，「入学時に期待Jを抱えている者の多くは，「最初は英語が好
きだったJということが，各短大生について共通していえる（本学では442名中318名で72%,
H短大では116名中89名で77%,S短大では110名中86名78%）。
英語学習が「好きになった理由」については，表 1-1項目10が示すとおり，「2.理解で
きたからJがどの短大でもほぼ50%の高率を占めている。また，中学の英語の「授業が楽しかっ
た」（各短大で20%以上の回答）というのも興味あるところである。
一方，「嫌いになった理由」は，表1-1から，「2.理解できなかった」が，本学で58%(286 
名），H短大で47%(26名）， s短大 （英文科） で55%( 6名） となり，「好きになった理由」
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と重ねて考えると，理解度と「好き嫌い」との関係は深いという ことができる。
「英語の得意 ・不得意」（項目12）については，表 1-2の示すように，本学もH短大も英
語が得意であった学生より，不得意であった学生の方が多いが，S短大生（英文科）は圧倒的
に中学時代英語が得意であったと回答している。
中学入学以前の英語学習 （項目 5）と「英語の得意・不得意」（項目12）とのクロス表 （表3)
をみることにより，前節の 「中学入学前の英語学習の効果jで述べたことが裏付けられている
ことがわかる。すなわち，入学前の英語学習の効果がH短大生，S短大生に現れているのに対
し，本学の学生にとって，その効果を判定するのは難しいということがわかる。
3.高校での英語学習
この節では，「高校での英語学習について」学生がどの様な意識を持っているかを， 「高校英
語の好き嫌いj，「英語が好きになった理由」，「英語が嫌いになった理由」，「高校時代， 英語が
得意科目だったか否か」の4項目を検討し明らかにしようとしたものである。
「高校英語の好き嫌い」（表1- 2項目15）から，高校を終了した段階で「英語好きjの学
生（「1.最初から好きだったjおよび「3.途中から好きになったJ）は，本学では24%(238% ), 
H短大では24%(51名）.s短大では63%(99名）となっている。また，「英語嫌いJの学生（「2.
途中から嫌いになった」および「4.最初から嫌いだったJ）は，本学では48% (481名），H 
短大では47%(104名）.s短大では17% (27%）であった。このことから，本学もH短大（家
政科）も入学する学生のわずカ，20%強が 「英語好き」で，約50%の学生が 「英語嫌いjである
と考えられ，入学試験で英語が選択科目であることとの関わりも考えられる。すなわち，「英
語嫌い」の生徒は英語以外の科目で受験することができるので，「英語の嫌いな，あるいは英
語が苦手な」生徒が，結果的に，本学に多く入学しているのではないだろうか。また，表 1-
2から 「英文科」にもわずかではあるが「英語嫌い」の学生がいるということがわかる。
「高校時代に英語が好きになった理由」として，本学の学生は「授業が楽しかったからJ(32%), 
H短大と S短大の学生は「よく理解できたから」（H短大25%, S短大36%）を最も多くあげ
ている（表1 2）。
また，「英語が嫌いになった理由jとしては，「2.よく理解できなかった」が本学では56%
(478名中270名）， H短大では48% (103名中49名）と最も多く，次に 「勉強しなかったJ（本
学28%, H短大26%）をあげている。 S短大では項目15で 「英語が嫌いだった」と答えた学生
が少なかったため，「高校で英語が嫌いになった理由」を回答したのはわずか17% (27名）の
学生にすぎなかった （表1-2）。
高校時代，「英語が得意であったか否か」（項目18）について，本学では22% (216名） の学
生が得意であったと答え，47%(476名） の学生が不得意であったと回答している。 H短大では，
「得意であった」 27%(54名），「不得意であった」37% (80名），また， S短大では「得意であっ
たJ69% (108名），「不得意であったJ 7 % (12名）であった。
「英語の得意 ・不得意J（項目18）と「英語の好き嫌いJ（項目15）とをクロスさせると，本
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学には 「英語好きjで「英語が得意」と答えた学生（英語志向の学生）が151名 （15%），「英
語嫌いJで 「英語が不得意」と答えた学生（英語回避の学生）が372名 （37%), H短大ではそ
れぞれ33名 (15%),65名（30%),S短大では85名 （54%), 7名 （4 %）であった （表4-1, 
4 2, 4-3）。この数値は短大で英語を教えるに当たって心に銘記しておかなければなら
ないものである。
さらに，高校での「英語の得意不得意」（項目18）と中学での「英語の得意・不得意」（項目
12）との相聞をみると，相関係数（ピアソンの積率相関係数）はそれぞれ次のようになった：
本学 ：r=O. 525, H短大： r=O. 463, S短大： r=O. 221 
このことから，本学やH短大の学生の「中学時代の英語の得意・不得意」と「高校時代の英語
の得意・不得意」とは£＆ロ£拐関関箆ど真Q,s短大の学生のそれは££拐関民民£易及と
考えられる。すなわち，本学やH短大の学生について，「中学時代」 の英語の得意不得意は，
かなりの部分「高校」へもちこされていると考えられる。
4.短大における英語学習
(1）授業について
学生が入学時に「この短大で英語の授業があるとは思わなかった」と，よく言っているのを
耳にするが，「大学へ入学する前，大学での英語学習にどう思っていましたか」（項目23）は，
その実態を確かめるために加えられた項目である。これは，学生入学案内などの資料をよく見
ずに，入学試験で英語が必須科目でないことから短絡的に思い込むことが原因と思われるので
あるが， 「大学英語に対する期待感」をみることによって，そんな学生がどれほどいるか，あ
る程度理解できるのではないだろうか。
「短大入学以前の英語学習に対する期待感」は，表1-2項目23をみると，本学の学生のわ
ずか15% (146名）， H短大の学生の30%(64名），s短大の学生の76%(119名）という結果が
でている。「比率の差」の検定の結果，各短大聞にはそれぞれP<.Olで有為な差があった。ま
た， 「英語学習に対して期待していない」度合をみると，本学では40%(403名）， H短大では20%
(44名）， s短大では 2% ( 3名）となっていて，これも「比率の差」の検定の結果， 各短大
聞にはそれぞれP<.Olで有為な差があることがわかった。このことから，入学時において，
本学の学生の英語に対する期待感が，他の短大に比べかなり小さく，項目18で明らかなように，
本学の高校の時 「英語が苦手Jの学生が47%(476名）もいることなどを配慮すると，「短大で
は英語の授業はもう無いのではないか」という学生の期待（？）もうなずけないこともない。
しかし， 学生のこのような「入学以前の英語学習に対するネガティプな期待感Jに対して，
彼らの入学後の反応はどうであろうか。表1 3項目24の「英語授業への取り組み方jをみる
と，本学の学生の59% (589名人 H短大の学生の70%(149名）， s短大の学生の86%(119名）
とどの短大でも半数以上が積ー極的な授業への参加を表明している。これは，われわれ英語担当
者にとってホッとする結果であった。一方，「消極的な取り組み方jをすると回答したのは，
本学では4% (36名）， H短大では2% ( 5名），s短大では1% ( 1名）と各短大に若干名いる。
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表 1-3項目25で積極的な英語授業参加の理由として，6つの選択枝のう ち， 最も多くあげ
られた回答は「2.英語が必要だと思うからJであった（本学44%(583名中257名）， H短大40%
(146名中60名）， s短大51% ( 92名中73名））。次に多かったのは，本学では 「5.良い成績を
とりたいからJ(30% (173名）), H短大では 「3.授業がおもしろそうだから」（23%(34名），
H短大では 「2.英語が好きだから」（30%(43名） と短大によって異なった回答になってい
る。
「消極的に取り組む」（項目26）と回答した学生は，全体としては少なく，本学では1003名
中33名（ 6 %), H短大で214名中 5名（ 2 %), S短大は0名であった。本学の場合，各クラ
ス50名のうち 3名の割合で，入学時から英語の授業に対して受身の態度で望むと決めている見
当である。
(2）短大の英語教育全般について
「一般教育で英語の必要性Jについて，表1-3項目から，本学では59%にあたる451名が，
H短大では86%の185名，S短大では72%にあたる113名の学生が必要だと回答している。ちな
みに小池らの資料では75%の学生が一般教育で英語を学ぶことが必要だと答えている。不必要
だとする者は本学では4%にあたる44名， H短大ではわすかl名， S短大でも 2名であった。
「一般教育の英語の必要性」（項目30）と 「高校時代の英語の得意 ・不得意」（項目18）とを
クロスさせると （表5-1, 5-2, 5-3），本学では 「高校時代，英語が不得意だった学生J
476名中229名（48%）の学生が， H短大では80名中67名（84%）が， S短大では12名中11名（92%)
の学生が，「一般教育で英語は必要である」と答えており，「英語が不得意な学生」も多くのも
のは「一般教育での英語の必要性」を認めているといえる。一方，表 5-1より，「一般教育
での英語は不必要」 と回答した本学の学生44名中28名（64%）は，高校時代，英語が不得意だっ
た学生だということがわかる。
「一般教育での英語不必要の理由」（表1 3項目31）として，この項目に回答した本学の
44名の学生のう ち， 50%にあたる22名が 「4.専門分野の勉強にカを入れたいからJと， 27%
にあたる12名が 「将来必要になるとは思えないから」と答えている。
「一般教育の英語学習の目的J（表1 3項目32）については，どの短大も「1.コミュニケー
ションが第I位を占めている（本学45% (1003名中451名），H短大55% (214名中117名），s 
短大（157名中76名））。2位は本学，H短大では「3.教養を高めること」（それぞれ， 29%(289 
名，27% (27名））であるが，S短大では 「4.国際人の養成」（25%(39名） となっており，
英文科学生の英語学習のとらえ方に特徴があるのがわかる。
「一般教育の英語で最も学習したい英語技能」（表 1-3項目33）としては，各短大とも「1.
話すこと」 （本学75%(1003名中750名），H短大93%(214名中198名），s短大86%(157名中
135名）） が圧倒的に多く，前の項目32とも一緒に考えると，学生は彼らが高校まで習得してき
た文法力や読解力とは異なったより実践的な「英会話能力」に興味を示していることが分かる。
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(3) その他
「その他」でとりあげた 7項目のうち学生自身の「英語能力に対する自己評価」（項目38)
と 「英語カの養成法」（項目39）を選び考察してみたい。
学生自身の英語力で最も優れている技能は，どの短大も「3.読むこと」であると回答して
いる（本学1003名中569名（57%),H短大214名中117名（55%), S短大157名中93名 （59%）。
反対に最も劣っている技能として，どの短大も「2.話すことjをあげている（表1-3項目38）。
また，「英語の実力養成法Jとして，どの短大の学生も第l番目に 「4.英語国へ行く」こ
とをあげている（本学1003名中586名（57%), H短大214名中114名（55%),S短大157名中93
名 （62%））。これは，「英語力」＝ 「英会話能力j→ 「英語国での勉強」という単純な図式を
学生が持っているためであろう （表1-3項目39）。
U おわりに
以上，女子短大生を対象に，入学後まもない時点に実施した英語に対する意識調査について，
若干の考察を試みた。要約すると次のようになる。
①約30%の学生が，中学入学以前に英語学習の経験をもっている。その学習効果について，
他の短大生は効果が現れているのに対し，本学学生の場合，効果があったとするものと無かっ
たとするものがほぼ同数いるために，その効果を判定するのは難しい。
②中学・高校時代の「英語の好き嫌い」や「英語の得意不得意Jをみると，「英語嫌いの学生j
も「英語が不得意な学生」も44%～ 50%存在し，他の短大生に比べ，本学学生の英語に対する
意識は，かなりネガティブなものがある。
③上記のような英語に対するネガティブな姿勢にも関わらず，本学学生の約60%が 「一般英
語の必要性」を認め，「英語の授業に積極的に取り組む」 と回答していることは好ましいこと
である。また，彼らの英会話技能の習得への高い関心を授業で・生かしていくことが望ましい。
今後とも同様な意識調査を実施し，学生の英語に対する意識の把握につとめたい。
文 献
1 ）「『第2次答申jと教育活性化への課題」 一臨教審と教育改革〈第3集〉，ぎょうせい， pl92-193,
1986 
2) '87進学年鑑，教育新聞社， 1986
3）小池生夫（研究代表者） ・大学英語教育に関する実態と将来像の総合的研究 (II) 学生の立場，
大学「一般英語」教育実態調査研究会，1985
(1987・9・16)
（付記）
本調査のコンピュータ集計処理に当たり，本学学生課の浅野浩嗣氏に多大な助言 ・協力を頂
いたことをここに深く感謝したいと思う。
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表 1ー 1英語アンケー ト集計表
r頁 目 本 守二 % H短大 % S短大 % 
5.英語の習い方（中学入学以前）
1 .幼稚園で 9 3 3 4 2 5 
2 小学校で 17 6 1 3 8 
3.塾で 219 75 64 82 31 78 
4.家庭教師に 43 15 10 13 6 15 
5.その｛也 26 9 6 8 5 13 
く〉（中学入学以前）英語をやっていた 291 29 78 36 40 25 
NA 712 71 136 64 117 75 
fコ入 計（＜）＋NA) 1,003 100 214 100 157 100 
6.その後の英語学習に役立ったか
1 全然役立たなかった 22 8 4 5 5 14 
2.あまりf安立たなかった 63 23 14 18 3 8 
3 どちらでもない 107 39 30 38 7 19 
4.やや役立った 54 20 18 23 13 35 
5.非常に役立った 28 10 12 15 9 24 
NA 729 136 120 
fコ'- 言十 1,003 100 214 100 157 100 
8.中学英語に対する期待度
1 .全然期待していなかった 27 3 3 1 5 3 
2.あまり期待していなかった 67 7 6 3 3 2 
3.どちらでもない 467 47 89 42 39 25 
4.やや期待しでいた 273 27 64 30 60 38 
5.非常に期待していた 169 17 52 24 50 32 
NA 。 。 。
-@- 言十 1,003 100 214 100 157 100 
9 .中学時代の英語の好き嬢い
1 最宇刀から好きだった 191 19 82 38 87 55 
2 最初好き，途中から嫌い 386 38 46 21 12 8 
3 最初嫌い，途中から好き 90 9 26 12 32 20 
4.最初から嫌いだった 122 12 11 5 。。
5.好きでも嫌いでもなかった 210 21 47 22 26 17 
6 その他 4 。 2 1 。。
NA 。 。 。
メlコう、 言十 1守003 100 214 100 157 100 
10. 中学で英語が好きになった理由
1 .よく勉強したから 23 8 13 12 15 13 
2 よく理解できたから 130 47 54 51 58 49 
3.授業が楽しかったから 78 28 25 24 25 21 
4.先生が好きだったから 20 7 9 9 8 7 
5.その他 27 10 4 4 12 10 
NA 725 109 39 
fコ〉、 1,003 100 214 100 157 100 
11.中学で英語が嫌いになった理由
1 .勉強しなかったから 116 23 13 24 1 9 
2. f里角平で、きなかったから 286 58 26 47 6 55 
3.楽しくない授業だったから 31 6 7 13 9 
4.嫌いな先生だったから 55 11 6 11 3 27 
5.そのf也 7 1 3 5 。。
NA 508 159 146 
ぷ口〉、 言十 1,003 100 214 100 157 100 
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表1 2 英語アンケート集計表
I頁 目 本 学 % H短大 % S短大 % 
12.中学時代の英語の得意 ・不得意
1 .全く不得意だった 218 22 19 9 。。
2.やや不得意だった 220 22 22 10 10 6 
3 どちらでもない 272 27 59 28 31 20 
4.やや得意だった 213 21 75 35 69 44 
5 非常に得意だった 80 8 39 18 47 30 
NA 。 。 。
1-コ〉、 言十 1,003 100 214 100 157 100 
15.品校時代の英語の好き嫌い
1 .最初から好きだった 136 14 36 17 82 52 
2.最初好き，途中から嫌い 164 16 58 27 25 16 
3 最初嫌l＇.途中から好き 102 10 15 7 17 11 
4 最初から嫌いだった 317 32 46 21 2 1 
5 好き でも嫌いでもない 284 28 59 28 31 20 
NA 。 。 。
fr 五十 1, (03 100 214 100 157 100 
16. 品校で、英語が好きになった理由
1 .勉強したから 35 15 15 29 23 23 
2 . I里骨平できたから 67 29 13 25 35 36 
3 . t受業が楽しかったから 74 32 11 22 23 23 
4.先生が好きだったから 31 13 6 12 7 7 
5. その他 23 10 6 12 10 10 
NA 773 77 163 76 59 38 
i, 〉、 言十 1、003 100 214 100 157 100 
17.両校で、英語が嫌いになった理由
1 .勉強し なかった 136 28 27 26 8 30 
2 E里角平で、きなかった 270 56 49 48 7 26 
3 授業が楽しくなかった 36 8 13 13 7 26 
4 先生が嫌いだった 22 5 10 10 5 19 
5 その他 14 3 4 4 。。
NA 525 52 111 52 130 83 
1口入 百十 1,003 100 214 100 157 100 
18.両校時代の英語の得意・ 不得意
1 .全く不得意だった 263 26 30 14 2 1 
2.やや不得意だった 213 21 50 23 10 6 
3. どちらでもない 311 31 80 37 37 24 
4.やや得意だった 196 20 44 21 78 50 
5 .非常に得意だった 20 2 10 5 30 19 
NA 。 。 。
fr J十 1,003 100 214 100 157 100 
23.大学英語への期待度
1 .全然期待してなかった 185 18 22 10 。。
2.あま り期待してなかった 218 22 22 10 3 2 
3. どちらでもない 454 45 106 50 35 22 
4.やや期待していた 97 10 32 15 63 40 
5 .非常に期待していた 49 5 32 15 56 36 
NA 。 。 。
1-コ〉、 計 1,003 100 214 100 157 100 
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表1-3 英語アンケート集計表
項 目 本 弓乙 % 日短大 9も S短大 9も
24. 犬学の英語授業への取り組み方
1 .非常に消極的に取り組む 8 1 2 1 1 1 
2.やや消極的に取り組む 28 3 3 1 。 。
3.どちらでもなしミ 378 38 60 28 12 8 
4.やや積極的に取り組む 407 41 91 43 75 48 
5 .非常に積極的に取り組む 182 18 58 27 69 44 
NA 。 。 。
Z口,_ 員十 1,003 100 214 100 157 100 
25.授業に積極的に取り組む理由
1 .英語が好きだから 93 16 26 17 43 30 
2 英語が必要だから 257 44 60 40 73 51 
3.授業が面白いから 24 4 34 23 1 1 
4 先生がよいから 3 1 17 11 。 。
5.よい成績を取り たいから 173 30 6 4 20 14 
6 その他 33 6 6 4 7 5 
く）｝受業に積筏的に取り組む理由 583 58 149 70 144 92 
NA 420 42 65 30 13 8 
ぷci、 計（く＞＋NA) 1,003 100 214 100 157 100 
26.授業に消極的に取り組む理由
1 英語が嫌いだから 27 82 2 1 。 。
2 英語が不必要だから 1 3 。 。 。 。
3 授業がつまらないから 2 6 。 。 。 。
4 先生が気に入らないから 。 。 。 。 。 。
5 成績に関心がないから 1 3 。 。 。 。
6 そのf也 2 6 3 1 。 。
く〉授業に消極的に取り組む 33 3 5 2 。 。
NA 970 97 209 198 157 100 
1コ>. 計（く）＋NA) 1,003 100 214 100 157 100 
30. 一般教育の英語は必要か否か
1 .必要である 592 59 185 86 113 72 
2.不必要である 44 4 1 。 2 1 
3 どちらで、ともいえない 365 36 28 13 41 26 
NA 2 。 。 。 1 1 
えE入l 員f 1.003 100 214 100 157 100 
31.一般教育の英語の不必要の理由
1 将来不必要だから 12 27 。 。 。 。
2.高校の英語力で十分だから 7 16 。 。 。 。
3.大学英語l主役に立たないから 1 2 。 。 。 。
4 専門分野の方が大切だから 22 50 。 。 1 50 
5 その｛也 2 5 1 100 1 50 
NA 959 213 155 
-fr 員十 1,003 100 214 100 157 100 
32.一般教育の英語の目的
1 .コ ミュ二ケーション 451 45 117 55 76 48 
2.国際人の養成 155 15 30 14 39 25 
3.教養を高める 289 29 57 27 27 17 
4 専門教育の基礎力養成 98 10 7 3 14 9 
5 そのi-t!. 9 1 2 1 。 。
NA 1 。 1 。 1 1 
メE合3、 1,003 100 214 100 157 100 
33.一般教育の英語の柔点
1 聞くこと 121 12 9 4 18 11 
2 3古すこと 750 75 198 93 135 86 
3 3売むこと 70 7 5 2 1 1 
4.書くこと 60 6 2 1 3 2 
NA 2 。 。 。 。 。
-& 員十 1可003 100 214 100 157 100 
38. Cl分の最もすぐれた英語技能
1 .聞く こと 203 20 34 16 22 14 
2 . i舌すこと 34 3 3 1 9 6 
3 3売むこと 569 57 117 55 93 59 
4.害 くこと 163 16 51 24 32 20 
NA 34 3 9 4 1 1 
ぷEコ〉、 員十 1.003 100 214 100 100 
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表2-1 項目 8 （中学英語に対する期待度）と項目 9 （中学英語の好き嫌い）とのクロス集計表： 本学
l全然期待して 2.あまり期待し 3どちらでもな 4やや期待して 5.非常に期待し 合計いなかった ていなかった 、 いた でいた
l最初から好きだった 。 1 53 55 82 191 
2.最初好き，途中から嫌い 4 20 181 113 68 335 
3.最初嫌い，途中から好き 1 3 47 33 6 90 
4.最初から嫌いだった 20 34 61 6 1 1 122 
5.好きでも嫌いでもなかった 2 9 123 64 12 210 
6その｛也 。 。 2 2 。 4 
i口』 言十 27 67 467 273 169 l,C83 
表2-2 項目 8（中学英語に対する期待度）と項目 9（中学英語の好き嫌い）とのクロス集計表 ：H短大
l全然期待して 2あまり共月f寺し3.どちらでもな 4やや期待して5非常に期待し 合計いなかった ていなかった し、 いた ていた
1最初から好きだった 。 1 19 29 33 82 
2.最初好き，途中から嫌い 。 2 17 14 13 46 
3.最初嫌い，途中から好き 1 13 7 4 26 
4.最初から嫌いだった 1 2 6 2 。 11 
5好きでも嫌いでもなかった 1 。 33 11 2 47 
6その他 。 。 1 。 2 
ぷ口〉、 正十 3 6 89 64 52 214 
表2 3 項目 8（中学英語に対する期待度）と項目 9（中学英語の好き嫌い）とのクロス集計表 ：S短大
1全然期待して 2.あまり期待し 3とちらでもな 4やや期待して 5.非常に期待し 合計いなかった でいなかった し当 いた でいた
1最初から好きだった 。 。 7 36 44 87 
2.最初好き，途中から嫌い 。 。 4 8 。 12 
3.最初嫌い，途中から好き 2 3 15 10 2 32 
4最初から嫌いだった 。 。 。 。 。 。
5.好きでも嫌いて‘もなかった 3 。 13 6 4 26 
6.そのf也 。 。 。 。 。 。
ぷ口〉、 百十 5 3 39 60 50 157 
表3 「中学入学以前の英語学習」と「中学英語の得意 ・不得意」のケロス集計表
中学入学以前に英語を学習していた
本 弓乙 H 短 大 s 長E 大 £口〉、 J十
1 .全く不得意だった 49 。 2 51 
2 .やや不得意だった 59 1 7 67 
3 .とちらでもない 74 9 23 106 
4 やや得意だった 71 14 31 116 
5.非常に得意だった 38 16 15 69 
正lコ人 言十 291 40 78 409 
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表4一1 項目18「高校英語の得意 ・不得意」と項目15「高校英語の好き嫌しミ」とのクロス集計表 ：本学
1.全く不得 2やや不得 3.どちらで 4やや得意 5非常に得 合 計意だった 意だった もない だった 意だった
l最初から好きだった 3 2 23 94 14 136 
2最初好き，途中から嫌い 27 56 59 21 1 164 
3最初嫌い， 途中から好き 6 8 45 40 3 102 
4.最初から嫌いだった 207 82 26 2 。 317 
5.好きでも嫌いでもなかった 20 65 158 39 2 284 
i 、 言十 263 213 311 196 20 1,003 
表4-2 項目18「高校英語の得意・不得意」と項目15「高校英語の好き嫌い」とのクロス集計表： H短大
1.全く 不得 2やや不得 3どちらで ιやや得意 5.非常に得 i、重ド↓I 意だった 意だった もない だった だった
1.最初から好きだった 。 。 9 19 8 36 
2.最初好き，途中から嫌い 7 20 22 9 。 58 
3，最初嫌い，途中から好き 。 。 9 5 1 15 
4.最初から嫌いだった 22 16 5 2 46 
5.好きでも嫌いでもなかった 1 14 35 9 。 59 
正口入 百十 30 50 80 44 10 214 
表4 3 項目18「高校英語の得意・不得意」と項目15「高校英語の好き嫌しリとのクロス集計表 ：S短大
1.全く 不得 2やや不得 3.どちらで 4やや得意 5非常に得 合 計意だった 意だった もない だった 意だった
1.最初から好きだった 。 。 8 47 27 82 
2.最初好き，途中から嫌い 5 11 8 。 25 
3.最初嫌い，途中から好き 。 1 5 8 3 17 
4.最初から嫌いだった 。 。 1 。 2 
5.好きでも嫌いでもなかった 1 3 13 14 。 31 
Z口>. 言十 2 10 37 78 30 157 
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表5-1項目30「一般教育の英語は必要か否か」と項目18「高校英語の得意・不得意」とのクロス集計表：本学
1.必要である 2不必要であ 3どちらと も 4.N A 1口〉、 計る いえない
1 .全く 不得意だった 120 18 123 つ 263 
2.やや不得意だった 109 10 94 。 213 
3. どちらで、もない 204 12 95 。 311 
4 やや得意だった 143 3 50 。 196 
5 非常に得意だった 16 1 3 。 20 
正E入J 計 592 44 365 つ 1,003 
表5-2 項目30「一般教育の英語は必要か否か」と項目18「高校英語の得意・不得意」とのクロス集計表：日短大
1.必要で、ある 2.不必要であ 3どちらとも 4.N A メロ〉、 言十る いえない
1 .全く不得意だった 23 1 6 。 30 
2.やや不得意だった 45 。 5 。 50 
3. とちらで、もない 68 。 12 。 80 
4.やや得意だった 40 。 4 。 44 
5.非常に得意だった 9 。 1 。 10 
三口入 百十 185 1 28 。 214 
表5-3 項目30「一般教育の英語は必要か否か」と項目18「高校英語の得意・不得意」とのクロス集計表：S短大
1.必要である 2.不必要であ 3どちらとも 4.N A Z口,. 言十る いえない
1 .全く不得意だった 2 。 。 。 2 
2 .やや不得意だった 9 。 1 。 10 
3 どちらでもない 24 。 13 。 37 
4.やや得意だった 56 2 19 78 
5.非常に得意だった 22 。 8 。 30 
三仁i、 言十 113 2 41 157 
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ささ周頃し、
このアンケートは、英語の綬業の改善を目的に行うものです。下記のことに注意して
答えて下さい。
1. 質問をよく読み、率直に答えて下さい。
2. 答えられる質問は、とばさないように注意して、すべて答えて下さい．
3. 質問は、主に、一番適当なものを1つだけ選びその番号をOで箇み答えて下さい．
4. 選択肢の番号を選ぶ質問で［2つ以上選んでもかまいません］と書いてある場合は、
できるだけ主なものに限定して、答えて下さい。
5. 選択肢が、スケールで
I 2 3 4 5 
I I I I I 
のように示しである場合は、 lがその程度が最低〈少〉で、 3が中くらい、 5が最
高〈大）と考えて下さい.2は lと 3、4は 3と 5の中間の程度を示します。
1. 学生番号［
2. 氏名［
3. 所属学科コ｝ド［
( 01服飾美術コース
( 04体育コース
( 07経営情報学科
4. 出身高等学校名 ［ 
。あなた自身について
02家庭科学コース
05養護教諭コース
08英文学科
03工芸美術コース
06初等教育学科
09家政学科
］ 
I 中学校入学以前の英語学習について
5. （中学校入学以前に英語を習った人に〉どのようにして英語を習いましたか：
[2つ以上選んでもかまいません］
1. 幼稚園で 2. 小学校で 3. 重量などで
4. 家族の者、家庭教師などに 5. その他 〈 ） 
6. （上の質問（質問5）に答えた人に〉その英語学習はその後の英語学習に役立ちまし
たか ：
全然役に立 1 2 3 4 5 非常に役に
たなかった I I I I I たった
7. （上の質問〈賀閉めで4か5と答えた人に〉その英語学習はどういう点で最も役立ち
ましたか1つ選びなさい：
1. 発言がよくなった
2. 外国の文化・生活への親しみが憎した
3. 中学校の英語学習へのよい準備となった
4. 英語学習への興味が深まった
5. その他（
2 
日 中学校での英語学習について
8. 中学校に入学するとき、あなたは英語学習についてどう思っていましたか ：
全然期待して I 2 3 4 5非常に期待
いなかった I I I I iしていた
9. 中学時代英語は好きでしたか ：
!. 最初から好きだった
2. 最初好きだったが、途中から嫌いになった
3. 最初嫌いだったが、途中から好きになった
4. 最初から嫌いだった
5. 好きでも嫌いでもなかった
6. その他〈 〉
10. （盟国皇でlか3と答えた人に〉英語が好きになった主な理由は何ですか：［ 1つ選
んで下さい］
I. よく勉強したから 2. よく理解できたから
3. 綬業が楽しかったから 4. 先生が好きだったから
5. その他（ 〉
II. 〈質国Eで2か4と答えた人に〉英語が嫌いになった主な理由は何ですか：［ 1つ選
んで下さい］
!. よく勉強しなかったから 2. よく理解できなかったから
3. 授業が楽しくなかったから 4. 先生が嫌いだったから
5. その他（ 〉
12. 中学時代、英語はあなたの得意科目の一つでしたか：
全く不得意 1 2 3 4 5 非常に
であった I I I I i得意であった
13. 中学校の英語の授業で視聴覚僕器 （テープレコ｝ダー 、 LL、ビデオなど〉が使
われましたか：
全然使われ 1 2 3 4 5 非常によく
なかった I I I I i使われた
14. （中学校の時、学校の授業以外で英語を学習した人に〉どのようにして英語を学
習しましたか ：［2つ以上選んでもかまいません］
!. ラジオ、テレビ、テープなどを使って
2. 塾や予備校などで
3. 家族の者、家庭教師などに
4. 参考書、問題集などを使って個人的に
5. その他〈
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II 高校での英語学習について
15. 高校時代、あなたは英語が好きでしたか：
I. 最初から好きだった
2. 最初好きだったが、途中から嫌いになった
3. 最初嫌いだったが、途中から好きになった
4. 最初から嫌いだった
5. 好きでも嫌いでもなかった
16. 〈質阻~で1か3と答えた人に〉英語が好きになった主な理由は何ですか：［ 1つ
選びなさい］
I. よ〈勉強したから 2. よく理解できたから
3. 綬業が楽しかったから 4. 先生が好きだったから
5. その他（ 〉
17. 〈盟国~で2か4と答えた人に〉英語が嫌いになった主な理由は何ですか：［ 1つ
選びなさい1
1. よく勉強しなかったから 2. よく理解できなかったから
3. 綬業が楽しくなかったから 4. 先生が嫌いだったから
5. その他〈 〉
18. 高校時代、英語はあなたの得意科目の一つでしたか：
全〈不得意 1 2 3 4 5非得に
であった I I ¥ I i得意であった
19. 高校の英語の授業では次のどれに最も重点が置かれていましたか： [ 1つ選
ぴなさい］
1. 大意犯鋸 2. 日本語に訳す 3. 文法・構文・語法など
4. 総合的学習〈聞く・話す ・読む・書くなど〉 5. その他〈 〉
20. 高校の英語の授業で視聴覚機器〈テープレコーダー、 LL、ビデオなど）が使わ
れましたか：
全然使われ 1 2 3 4 5 非予告によく
なかった I I I I 1使われた
21. 高校3年間に学校で英語の副議本〈教科書以外の議続教材〉は何冊くらい読みまし
たか ：
1. 0冊 2. 1～2冊 3. 3～4冊
4. 5～6冊 5. 7冊以上
22. 〈高校の時、学校ゆ授業以外で英語を学習した人に〉どのようにして英語を学
習しましたか：［2つ以上選んでもかまいません］
1. ラジオ、テレビ、テープなどを使って
2. 益や予備校などで
3. 家践の者、家庭教師などに
4. 参考書、問題集などを使って個人的に
5. その他〈
W 短大における英語学習について
A. 授業について
23. あなたは大学へ入学する前、大学での英語学習についてどう思っていましたか：
全然期待して 1 2 3 4 5非常に期待
いなかった I I I I iしていた
24. 1年次に受ける英語の授業に、あなたはどのように取り組もうと思いますか：
1 2 3 4 5 
25. 串間μ山由的に川~？＃：~~~；需品ですか：［ 1 
つ選ぴなさい］
1. 英語が好きだから 2. 英語が必要だと思うから
3. 授業がおもしろそうだから 4. 先生がよさそうだから
5. 良い成績を取りたいから 6. その他（ 〉
26. 〈皇国~でlか2と答えた人に〉消極的に取り組もうと思う理由は何ですか：［ 1 
つ選ぴなさい］
I. 英語が嫌いだから 2. 英語は必要ないと思うから
3. 授業がつまらなそうだから 4. 先生が気に入らないから
5. 成績に関心がないから 6. その他（ 〉
27. 短大に入学するまでに、外国人の先生に英語を習ったことがありますか： [2 
つ以上選んでもかまいません］
I. 高校・中学校で習った
2. 学校以外で習った
3. 習ったことはない
28. あなたは、英語検定試験（通称、英検〉を受けたことがありますか：〈受駁した
最高の級を選んで下さい〉
1. 1級 2. 準l級 3. 2級
4. 3級 5. 4級 6. ない
29. ：；€検を受験して合格したことがある人に ： 〈合格した最高の級を選んで下さい〉
I. 1級 2. 準l級 3. 2級
4. 3級 5. 4級
B. 短大の英語教育全般について
30. 一般教育で英語を学ぶことは必要だと思いますか：
I. 必要 2. 不必要 3. どちらともいえない
31. （上の質問〈盟国型〉で2と答えた人に〉不必要と思う主な理由は何ですか：［1つ
選ぴなさい］
1. 将来必要になるとは思えないから
2. 高校までの英語力で十分だから
3. 大学で習う英語は役に立たないから
<l. 専門分野の勉強にカを入れたいから
5. その他（
σ、
(Jl 
32. 一般教育の英語は主として何を目的としたらよいと思いますか：［ 1つ選ぴなさ
い1
I. 英語によるコミュニケーション 2. 国際人の養成
3. 教養を高めること 4. 専門教育の基礎力養成
5. その他（ 〉
33. 一般教育の英語でどの技能を長も重点的に習いたいと思いますか：［1つ選びな
さい］
I. 聞くこと 2. 話すこと 3. 読むこと
4. 書くこと
34. 「英語を聞くことJの到達目標はどの程度にしたらよいと思いますか：
!. N H Kラジオの『続基礎英語」、テレビの「英会話I」、英検3級などの
程度の英語が聞き取れる；ゆっくりとした、やさしい日常英会話が聞き取れる
2. NH Kラジオの「英会話」、英検2級などの程度の英語が聞き取れる；比較
的やさしい日常英会話がどうにか聞き取れる
3. 英検準1級程度の英語が聞き取れる；日常英会話が聞き取れる
4, 英米の映画、テレビ、 〈米軍放送の） FE N、BB C、英検1級などの程度
の英語が聞き取れる
35. 「英語を話すことJの到達目標はどの程度にしたらよいと思いますか：
I. 日常英会話がどうにかできる 2. 日待英会話がかなり自由にできる
3. 議論ができる
36. r英語を読むこと〈辞書をあまり用いないで〉」の到達目標はどの程度にしたら
ょいと思いますか：
I. やさしい小説が読める 2. 一般の新聞や雑誌が読める
3. 専門書が読める
37. 「英語を脊くことJの到達目標はどの程度にしたらよいと思いますか：
I. 日常の手紙が書ける 2.仕事に必要な文章が書ける
3. 専門の論文が書ける
v その他
38. あなたの英語力の中ではどの技能が最もすぐれていると思いますか：［1つだけ
選ぴなさい］
I. 聞く 2. 話す 3. 読む 4, 書く
39. 英語の力をつけるにはどのような方法が最もよいと患いますか： ［1つ選ぴなさ
い］
J. （中・高・大など〉学校の授業に積極的に取り組む
2. 自分で勉強する
3. 外国人の先生に習う
4. 英語国へ行〈
5. その他（
40. （短大入学以前、学校の授業以外で英語を習ったことのある人に〉どこで習いま
したか：［2つ以上選んでもかまいません］
I. ES S、英語研究会などのサークルで
2. 英語学佼などで
3, 海外研修で
4. 教会で（あるいは牧師さんなどに）
5. その他（ 〉
41. 〈畳間1Qに答えた人に〉そこで英語を習った狸由は主に何ですか：［ 1つ選ぴな
さい］
!. 学校では自分の習いたいことが習えないから
2. 学校の授業だけでは不十分だから
3. そこで習う方が効果が上がるから
4. そこで習う方が楽しいから
5. その他〈 〉
42. 今まで英語が必要であるような状況に出会ったことがありますか：
I. ひん！！んにあった 2. ときどきあった
3. ほとんどなかった 4. 全然なかった
43. （盤国主2で1か2か3と答えた人に〉そのときあなたの英語はどのくらい通じました
か：
全然通じ I 2 3 4 5 
なかった I I I I I 十分通じた
44. あなたは、自分の性格は内向的、外向的のどちらだと思いますか：
,. 内向的
2. 外向的
〈ご協力ありがとうございました〉
食このアンケートについて、何か気がついたことがありましたら一言：
σ、
σ3 
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